
　市長就任4期目においては「次
世代への積極投資」「成長基盤の
強化」「健全財政の堅持」の三つ
の柱を掲げ、「大阪の高槻」から
「日本の高槻」としてさらなる飛
躍を遂げるべく、将来にわたり誰
もが幸せを実感できるまちの実現
に向け、あらゆる分野において施
策の充実に取り組んでまいりまし
た。令和8年度においても、高槻
の輝く未来を見据え、市政の発展
に全力で取り組んでまいります。
　さて、先人たちによって育まれ
てきた本市の歴史や文化は単なる
過去の遺産ではなく、市民の誇り
と地域のアイデンティティを育む
源であります。これら歴史や文化
を次世代へ継承するとともに、光
を当て、観光・地域経済の新たな
可能性を切り拓く資源として生か
すことは、本市が「日本の高槻」
としてさらに飛躍するための戦略
的な投資であり、安満遺跡公園の

整備や「将棋のまち高槻」の取り
組みは、その最たるものと言えま
す。さらに、これらの魅力を積極
的に発信することで、その価値は
飛躍的に高まるものと確信してい
ます。
　令和8年度も、高槻城公園北エ
リア、摂津峡公園とその周辺エリ
ア、さらに、本市西部の都市拠点
である富田地区において、豊富な
歴史・文化・自然を生かした本市
独自のまちづくりを推進してまい
ります。
　また、物価高騰対策について
は、第8弾となるプレミアム付商
品券の1世帯当たりの購入口数を
さらに増やし、従来の2倍とする
など、市民や事業者の皆さんを引
き続き力強く支援します。
　ところで、十数年前、将棋界で
は近い将来、棋士が将棋AIプロ
グラムに敗北する日が来て、棋士
の存在価値、将棋界が消滅するの

ではないかとの危機感が広がりま
した。しかしその後、AIが勝利
するようになっても、棋士や将棋
ファンはAIを取り入れ、活用す
るための創意工夫を重ねたこと
で、今や空前の将棋ブームが到来
するに至っています。
　これはひとえに、将棋の主役は
あくまでも人間であり、将棋その
ものだけでなく将棋を取り巻く棋
士やファンといった人間の営み、
歴史、文化、先人への尊敬の念な
ど、人間にしか持ち得ない要素を
大切にしてきたからだと思いま
す。
　一方、近年の我が国では、経済
活動は自由であればあるほど良い
とされ、数式で表現された経済合
理性だけを追求するのが正しいと
いう考えが広がりました。国や地
方自治体も例外ではなく、行政の
運営に「コスト」という概念が過
度に取り入れられるようになり、

経済合理性を追求することを余儀
なくされ、市民の福利のために必
要不可欠な投資までもが萎縮しま
した。過度な経済合理性の追求の
中で、さまざまなものが失われま
したが、特に、政治や行政で急速
に失われたのは、社会を構成して
いるのが人間であるという当たり
前のことへの認識ではないでしょ
うか。
　人間には心があります。経済合
理性は行政運営における一つの指
標に過ぎません。行政運営が市民
のためにある以上、行政運営はひ
とえに市民を中心に考えるべきで
あって、経済合理性の追求のため
に市民の福利が後退するならば、
それはまさに本末転倒と言わなけ
ればなりません。
　市民の心を大切にした心のこ
もったまちづくり。
　これまで市長職を続けて確信し
たのは、まちづくりに魂を吹き込

むのは、市民の心を大切にすると
いう信念であるということです。
　そして、今を生きる市民の福利
だけでなく、先人の心が体現され
たまちづくりによって私たちが利
益を享受しているように、次は私
たちが将来の市民のために、未来
を見据え、心を込めたまちづくり
を進めることが、我がまち高槻の
発展のために必要であると改めて
決意したところです。
　その決意の下、引き続き「日本
の高槻」としての存在感を全国に
示すべく、先人への尊敬と感謝と
ともに、現在と未来の市民の心を
大切にした、心のこもったまちづ
くりに全力で取り組む所存です。
　引き続き、より一層のご理解、
ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

これから
・�高槻城公園周辺エリアを整備し、
城下町の風情ある歴史空間を創出

・�芥川城跡を含めた摂津峡周辺エリ
アの整備

・富田地区のまちづくり

市独自の歴史・文化を
生かしたまちづくりの歩み

安満遺跡公園
全面開園

芥川城跡が
国史跡指定

関西将棋会館
移転オープン

将棋のまち推進
条例制定

芸術文化劇場�
開館

雅楽協会と包括
連携協定締結

市民の心を大切にした心のこもった まちづくりを推進

　濱田剛史市長は、令和8年度の市政運営の
方針や重点施策などをまとめた施政方針大綱
を発表しました。今号では施政方針大綱の概
要をお知らせします。� ID  169872

※�全文は行政資料コーナー（本館1階）や市ホーム
ページで公開しています

令和8年度

施政方針

施政方針大綱を
表明する濱田市長（2/25）

R3

R4

R5

R6

R7
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イメージイメージ

令和8年度施政方針

重点施策
　市では、三つの柱を掲げ、八つの将来都市像を実現す
ることを目指して次の①～⑧の重点施策に取り組みます。
（表示単位未満は四捨五入）
問合　みらい創生室／℡674-7392

新 新規施策
拡 拡充施策

令和8年度の予算編成
一般会計 　1,511億8,996万円

特別会計 　1,118億3,025万円

合わせて 　2,630億2,021万円
※予算の詳細は本誌5月号に掲載

１	 都市機能が充実し、快適に暮らせるまち

２	 安全で安心して暮らせるまち

３	 子育て・教育の環境が整ったまち

JR摂津富田駅北側に
密閉型公共喫煙所を設置

3,023万円
　JR摂津富田駅北側に快適な公共空間を創出する
ため、密閉型公共喫煙所を設置し、周辺を路上喫煙
禁止区域に指定します。

JR高槻駅北側に下りエスカレーターを整備
8億4,385万円

　JR高槻駅北側の利便性や快適性の向上を図るた
め、市営バス乗り場への下りエスカレーターの整備
に着手するほか、中央口から西口にかけて連続した
上屋の設置や歩道の美装化を行います。

拡 特殊詐欺対策を推進
638万円

　特殊詐欺対策機器の無料貸し出し数を増やし、75
歳以上の単身世帯で希望する全員に貸与します。

貯水機能付給水管を設置
5,385万円

　災害時の飲用水確保のため、令和8年度は避難所
である第三中学校と如是中学校に貯水機能付給水管
を設置します。

新 �小寺池図書館リニューアル�
親子でくつろげる空間を整備
1億5,539万円

　親子でくつろげるスペースや自習室を整備するな
ど、快適に利用できる施設として小寺池図書館のリ
ニューアルを行います。

拡 見守り付き校庭開放を40校に拡大
1億5,330万円

　小学校の校庭を有効活用し、安全・安心な居場所
を提供する「見守り付き校庭開放」の実施校を20
校から40校に拡大し、小学生の放課後の居場所づ
くりを推進します。

新 富田地区のまちづくりを推進
1億3,800万円

　本市西部の都市拠点として、新公共施設の整備、
伝統芸能にも親しめる文化ホールや歴史資料館の整
備のほか、老朽化が進む
富田支所などの建て替え
に着手します。

水道料金の基本料金を6カ月分無償化
8億1,338万円

　物価高騰の影響を軽減するため、水道料金の基本
料金を令和8年4月検針分から6カ月分無償化します。

新 危機管理センターを開設
1,124万円

　迅速な災害対策の決定や指揮命令を行う災害対策
の中枢拠点として4月に危機管理センターを開設し
ました。平常時にはVR映像を用いた災害疑似体験
など、防災啓発・研修の場として活用します。

新 �2歳児クラスの�
保育料無償化
5億9,616万円 � ※詳細は本誌17ページ

　子育て世帯の負担軽減のため、特定教育・保育施
設などの2歳児クラスの保育料を無償化します。

・�JR高槻駅南地区の再整備を支援
・拡 木造住宅の耐震補助制度を拡充
・�高槻駅前線などの無電柱化・美装化
・拡 水道管漏水調査に人工衛星を活用

・�JR高槻駅西口・JR摂津富田駅前の公衆トイレをバリア
フリー対応にリニューアル

・�ウォーターPPPの導入に向けて下水道施設の維持管理
手法などを検討

その他
・�新 私立小中学校などの児童生徒の給食費相当額を支援
【北摂初】

・拡 �産前・産後ママサポート事業を父親などにも拡充
・新 �子育て総合支援センターに屋外広場を整備
・�新 令和9年4月の実施に向けて小学生の市営バス運賃無
償化を検討

・新 �幼児二人同乗用自転車の購入費を補助【北摂初】

・新 �運動能力分析アプリを三つの中学校区で導入
・新 �小中学校でAIドリルを導入
・拡 �水泳授業の民間活用を拡大
・�中学校部活動の一部を試行的に地域クラブ活動へ展開
・拡 �教員業務支援員を増員
・新 �教頭マネジメント支援員を中学校2校に配置
・新 �芝生・服部図書館に自習室を整備

その他

・市民防災協議会と災害に強いまちづくりを推進
・市民避難訓練と地域防災総合訓練を実施
・�消防指令センターで共同運用の強みを生かした取り
組みを推進

その他

北摂初

まちづくりの三つの柱
次世代への積極投資
・2歳児クラスの保育料無償化
・�小学生の市営バス運賃無償化
を検討
・�幼児二人同乗用自転車の購入
費を補助

成長基盤の強化
・富田地区のまちづくり
・摂津峡周辺の整備
・たかつき未来パークの整備

健全財政の堅持
　府内33市で唯一、市債残高が
積立残高より少なく、経常収支比
率も府内トップクラスを維持。

子育て世代を中心に�
転入が転出を上回る
　府内トップクラスの健全財政で生み出し
た財源を未来の高槻に投資することで、人
口の社会増を継続しています。 住民基本台帳移動報告（総務省統計局）

R3 R4 R5

＋155人

R6

＋515人

＋218人
＋167人

（転入＞転出）

積立金残高（億円） 市債残高（億円）
475

334
417

R2 R6R4

315

462
384

R2 R6R4
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４	 健やかに暮らし、ともに支え合うまち ６	 良好な環境が形成されるまち

８	 効果的・効率的な行財政運営が行われているまち

５	 魅力にあふれ、にぎわいと活力のあるまち

新「健康医療先進都市たかつき」を推進
811万円

　「健康医療先進都市たかつき」を推進するため、
医歯薬連携による地域医療体制「たかつきモデル」
の構築、すい臓がん早期診断プロジェクトの支援を
行います。加えて、若年がん患者の在宅介護サービ
スの利用料の助成にも取り組みます。

新 高齢者などのごみ出し支援を実施
610万円

　日常的に家庭ごみを持ち出
すことが困難な高齢者などの
世帯に対して戸別収集を行い
ます。

ふるさと寄附金収入増に注力
4億9,847万円

　返礼品の充実や戦略的プロモー
ションで返礼品の認知度の向上を
図り、さらなる寄附金収入の増加
に努めます。

新 �将棋のまちを感じる�
公共空間を創出
1億47万円

　JR高槻駅の北駅前広場に、将棋をモチーフにし
たモニュメントベンチを設置するなど、市民だけで
なく市外からの来訪者にも将棋のまちを感じること
ができる公共空間を創出します。また、タイトル戦
の誘致や将棋まつりなどのイベント開催に取り組み
ます。

プレミアム付商品券第8弾の発行
40億9,299万円

　9月から利用開始予定の第8弾は、1世帯当たりの
購入口数を4口に増やすことで、物価高騰の影響を
受けている市民や事業者を力強く支援します。

たかつき未来パークの整備を推進
8億9,064万円

　魅力ある地域共生社会モデルとして、全ての人が
安心して、楽しく過ごせる、にぎわいや交流の創出
の拠点となる「たかつき未来パーク」の整備を着実
に進めます。
イメージイメージ

新 補聴器の購入費用を助成
600万円

　補聴器が必要な高齢者を対象に購入費用を助成
し、高齢者の社会参加を支援します。

市民・事業者による
省エネルギー設備などの導入を支援

2,060万円
　温室効果ガス排出量の削減を図るため、エコハウ
ス補助金などで、市民や事業者の省エネルギー設備
などの導入を支援します。

拡 �デジタル市役所の実現に向け�
手続きのオンライン化などを推進
1,049万円

　行政手続きのオンライン化など自治体DXを推進
し、市民サービスの向上と業務効率化の両立を図り
ます。あわせて、スマートフォン活用のサポートな
ど、市民に寄り添ったデジタルデバイド対策を拡充
します。

高槻城公園北エリアの
一次開園に向けた整備を促進
16億2,130万円

　令和9年3月の高槻城公園北エリア一次開園に向
け、大手地区で火見櫓（ひのみやぐら）や市民会館
跡地で土塁や土塀などの整備を進め城下町の風情あ
る歴史空間を創出します。また、同エリアにふさわ
しい歴史と文化をテーマとしたオープニングイベン
トを実施します。

イメージイメージ

摂津峡全体のリニューアルに向けた
取り組みを推進

8億1,432万円
　摂津峡青少年キャンプ場や史跡芥川城跡も含めた
摂津峡全体のリニューアルに向けた基本構想に基づ
き、四季折々の豊かな自然と悠久の歴史が織りなす
観光拠点となるよう取り組みます。

・�新 ICTを活用した災害時要援護者の安否確認シミュ
レーション訓練を実施

・�新 スマホアプリでボランティア登録などができる災
害ボランティアセンター運営支援システムの導入

・新 �手話通訳を介した電話リレーサービスを導入
・�新 令和9年度開設に向けてグラウンド・ゴルフ場を
整備

その他 ・�「エコ&クリーンフェスタ」を開催するなど第2次
環境基本計画の取り組みを推進

その他

７	 地域に元気があって市民生活が充実したまち
新 �デジタル技術を活用した�
窓口サービスの向上
1億1,958万円

　窓口での市民の負担を軽減するため、市民課に
「書かない窓口システム」を導入するほか、音声を
認識するオンライン字幕表示システムを導入するな
ど、来庁者へのサービス向上を図ります。

スポーツ環境を整備
3億7,784万円

　青少年運動広場の人工芝の全面張り替えや第二中
学校に夜間照明を設置し、市民が安全で快適にス
ポーツできる環境を整備します。

・�結成50周年のコミュニティ市民会議や地区コミュニ
ティのまちづくり活動を支援

・合葬式墓地を増設
・DV相談・女性相談を引き続き実施
・雅楽を中心とした伝統芸能文化を振興

その他

・�「住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関する条例」
を制定

・�新 （仮称）日本たかつき歴史大学の開校に向けた
オープンキャンパスを実施

・�農作物被害を軽減するため、有害鳥獣などの対策を
強化

・�JAたかつきと連携し、農業者が安心して営農できる
環境整備を支援

・�商工会議所と連携した商工業振興の推進

その他

・第6次総合計画に基づいた各種施策を推進 ・公共建築物の効率的・合理的な管理を実施
その他

14 | たかつきDAYS　2026.4 たかつきDAYS　2026.4 | 15

クローズアップ  施政方針


